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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無機顔料を色材とするインクからなるインクジェット用インクセットであって、該イン
クセットの赤色成分がゴールドパープルからなるマゼンタインク及びカドミウムレッドか
らなるレッドインクの少なくとも２色のインクを含むことを特徴とするインクジェット用
インクセット。
【請求項２】
　無機顔料を色材とするインクからなるインクジェット用インクセットであって、該イン
クセットの赤色成分がゴールドパープルからなるマゼンタインク及びカドミウムレッドか
らなるレッドインクであり、かつイエローインク及びシアンインクを含む少なくとも４色
のインクからなることを特徴とするインクジェット用インクセット。
【請求項３】
　前記イエローインクがカドミウムイエロー、前記シアンインクがコバルトアルミニウム
クロムブルーからなるインクであることを特徴とする請求項２記載のインクジェット用イ
ンクセット。
【請求項４】
　無機顔料を色材とするインクからなるインクジェット用インクセットであって、該イン
クセットの赤色成分がゴールドパープルからなるマゼンタインク及びカドミウムレッドか
らなるレッドインクであり、かつカドミウムイエローからなるイエローインク、コバルト
アルミニウムクロムブルーからなるシアンインク、及び、ブラックインクを含む少なくと
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も５色のインクからなることを特徴とするインクジェット用インクセット。
【請求項５】
　前記ブラックインクがコバルトフェライトブラックからなるインクであることを特徴と
する請求項４記載のインクジェット用インクセット。
【請求項６】
　請求項１～５のいずれか１項記載のインクセットを用い、基材にインクジェット方式に
て記録して前記基材上で画像を形成した後、焼成を行うことを特徴とするインクジェット
記録方法。
【請求項７】
　前記基材が無機質材料からなり、インクジェット記録方式による記録の前に基材表面に
ガラスフリットからなるインク受容層を形成せしめることを特徴とする請求項６記載のイ
ンクジェット記録方法。
【請求項８】
　前記基材にインクジェット方式にて記録し画像を形成後、１回の焼成により全ての無機
顔料を基材に同時に焼き付けることを特徴とする請求項６～７記載のインクジェット記録
方法。
【請求項９】
　請求項６～８のいずれか１項記載の方法により得られる記録物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は無機顔料を色材とするインクからなるインクジェット用インクセット、それを
用いたインクジェット記録方法及び記録物に関する。更に詳しくは、耐光性、鮮明性、階
調性に優れ、広い色域の表現が可能であり、かつ基材を選ばずに着色することができる無
機顔料のインクジェット用インクセット、それを用いたインクジェット記録方法及び記録
物に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、セラミックス、金属等の無機質材料を着色する場合は、耐熱性、安定性及び耐光
性が重視され、これらの観点から色材として主に無機顔料が使用されており、焼成によっ
て固着される方法が採用されている。
【０００３】
　近年、係る分野においては、デザイン傾向の高度化により、無機顔料の色バリエーショ
ンについても様々な研究がなされ、色域の幅広い多くの中間色（色の三原色（赤・青・黄
）及び黒以外の色をいう）が提案されている。
【０００４】
　これらは原則として色同士の混ぜ合わせではなく、無機顔料自体の色として提案されて
いる。それは、無機顔料同士を組み合わせることは焼成温度等の条件によっては消色や変
色が生じるおそれがあるからである。
【０００５】
　消色や変色が生じる原因は、一度に複数の無機顔料を焼成すると、無機顔料が相互作用
を引き起こし、結晶構造が変化する等の事態が生じるためと考えられている。
【０００６】
　従って、焼成温度の異なる色材を使用するときには、複数回の焼成の工程を行う必要が
あり、そのため色の再現性に劣ることとなっていた。
【０００７】
　上記の問題を解決する方法として、〔特許文献１〕においては、色再現性を高めるため
に、特定の無機顔料をシアン、イエロー、マゼンタ、ブラックの順で着色することにより
、１回で焼成することを可能とし、色再現性に優れる着色ができることを見出している。
【０００８】
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　しかし、この方法では、色再現性には優れるが、着色順序が異なれば、期待した中間色
が得られず、消色や変色が生じるおそれがあるため、有用性に乏しい。
【０００９】
　また、手書きによる方法に変わりはないため、工業上の利用性に乏しく、グラデーショ
ン等の特殊な着色も当然できない。
【００１０】
　一方、印刷業界においてインクジェット記録が注目されている。小ロット、短納期で多
彩な表現が可能であり、かつ工業生産も可能であるからである。
【００１１】
　そこで、これらを適用することにより、インクジェットにて無機顔料を付与する技術が
求められている。
【００１２】
　しかし、無機顔料をインクジェットにて使用する場合には、その特殊性から様々な問題
が生じており、現在も実用化には至っていない。
【００１３】
　主な原因の一つは、インクジェット記録における中間色は、インクの基材上での混ぜ合
わせにより表現するため、無機顔料を混合した状態で焼成することが必要となり、その結
果、消色や変色の問題が生じるおそれがあるためである。
【００１４】
　また、赤色成分の表現においては、従来より、無機顔料の特質から単品で使用した場合
であっても、色表現に乏しいか若しくは鮮明でなく、特に画像を形成した場合には、赤色
成分が弱く感じられ、高級感を得ることができない。
【００１５】
　一方、無機顔料をインクジェットに使用した先行技術としては、〔特許文献２〕や〔特
許文献３〕が挙げられる。前者は無機顔料の平均粒子径を調整し、沈降を防止することに
より、インクジェット方式での吐出安定性を維持しており、後者は、特定の無機顔料にて
分散剤、溶剤、ガラスフリット及び消泡剤の付加により、吐出安定性、接着性等を改善し
ている。
【００１６】
　しかし、これらはいずれも吐出安定性の改善を図ったものであり、無機顔料を用いたイ
ンクジェット特有の色表現に関しての記載はない。すなわち、中間色を表現することは難
しく、グラデーション等のデザインや広い色域を表現できるインクジェットの利点を有効
に発揮することができない。
【００１７】
　以上より、このような問題を解消する先行技術は未だ確立されておらず、無機顔料の有
効なインクジェットへの利用が求められている。
【００１８】
【特許文献１】特開昭６０－２３４８９９号公報
【特許文献２】特開２００１－５５５３０号公報
【特許文献３】特開２００１－８１３６３号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１９】
　本発明の目的は上記した従来技術の問題点を解決することにあり、特に無機顔料を色材
とするインクジェット用インクセットであって、鮮明性に優れ焼成時においても変色、消
色することなく、更に中間色を表現可能でより広い色域をもつ画像を得ることを可能とす
るインクジェット用インクセット、それを用いたインクジェット記録方法及び記録物を提
供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００２０】
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　本発明者等は上記の目的を達成するために鋭意努力した結果、赤色成分の無機顔料を２
色装備し、他色は特定の無機顔料を選択しインクセットとして使用することによって、画
像の鮮明性に優れ、色域が広く、階調性に非常に優れたものとなることを見いだし、焼成
した後に於いても変色、消色することなく中間色を表現することが可能なことを見出し、
本発明を完成させるに至った。
【００２１】
　すなわち、本発明は、無機顔料を色材とするインクからなるインクジェット用インクセ
ットであって、該インクセットの赤色成分がゴールドパープルからなるマゼンタインク及
びカドミウムレッドからなるレッドインクの少なくとも２色のインクを含むことを特徴と
するインクジェット用インクセットに存する。
【００２２】
　また、無機顔料を色材とするインクからなるインクジェット用インクセットであって、
該インクセットの赤色成分がゴールドパープルからなるマゼンタインク及びカドミウムレ
ッドからなるレッドインクであり、かつイエローインク及びシアンインクを含む少なくと
も４色のインクからなることを特徴とするインクジェット用インクセットに存する。
【００２３】
　また、好ましくは、イエローインクがカドミウムイエロー、シアンインクがコバルトア
ルミニウムクロムブルーからなるインクであることを特徴とするインクジェット用インク
セットに存する。
【００２４】
　また、無機顔料を色材とするインクからなるインクジェット用インクセットであって、
該インクセットの赤色成分がゴールドパープルからなるマゼンタインク及びカドミウムレ
ッドからなるレッドインクであり、かつカドミウムイエローからなるイエローインク、コ
バルトアルミニウムクロムブルーからなるシアンインク、及び、ブラックインクを含む少
なくとも５色のインクからなることを特徴とするインクジェット用インクセットに存する
。
【００２５】
　また、好ましくは、ブラックインクがコバルトフェライトブラックからなるインクであ
ることを特徴とするインクジェット用インクセットに存する。
【００２６】
　また、好ましくは、係るインクセットを用い、インクジェット方式にて記録して基材上
で画像を形成した後、焼成を行うことを特徴とするインクジェット記録方法に存する。
【００２７】
　また、好ましくは、基材が無機質材料からなり、インクジェット方式による記録の前に
基材表面にガラスフリットからなるインク受容層を形成せしめることを特徴とするインク
ジェット記録方法に存する。
【００２８】
　また、好ましくは、基材にインクジェット方式にて記録し画像を形成後、１回の焼成に
より全ての無機顔料を基材に同時に焼き付けることを特徴とするインクジェット記録方法
に存する。
【００２９】
　そして、本発明は以上の方法により得られる記録物に存する。
【発明の効果】
【００３０】
　以上のように、本発明によるインクジェット記録用インクセットは、変色、消色するこ
となく、鮮明性に優れ、広い色域の表現が可能であり、かつ基材を選ばずに着色すること
ができる。更には濃度、画質といったインクジェット特有の高品質を十分に表現すること
ができるため、近年のデザイン力の向上に対応した無機顔料によるインクジェット記録物
を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００３１】
　以下、本発明について、更に詳細に説明する。
　本発明で使用する色材は無機顔料であり、具体的には金属、金属酸化物又は金属塩から
なる。これらは熱、光に対して安定である反面、その構造から色表現に乏しく、酸化・還
元により分解しやすい性質がある。
【００３２】
　従って、無機顔料のインクジェット記録においては一般に色域が狭く、特に赤色成分が
弱いため、本発明では、マゼンタインクとレッドインクを装備することで赤色の色域を広
げるとともに、これによっていわゆる中間色の表現を可能とすることで対応している。
【００３３】
　すなわち、インクセットは少なくともゴールドパープルからなるマゼンタインク、カド
ミウムレッドからなるレッドインクの少なくとも２色が含まれることを要する。
【００３４】
　なお、本発明でのカドミウムレッドには、珪酸ジルコニウム等でコーティングされた珪
酸ジルコニウムカドミウムインクルージョンレッドなども含まれる。
【００３５】
　ここで、本発明におけるレッドインクとは、インクを焼成した場合における色相が、Ｃ
ＩＥＬ＊ａ＊ｂ＊等色空間のａ＊ｂ＊空間座標においてａ＊軸（＋）を０°とし、反時計
回りに１０°から５０°の範囲にあるインクをいう。また、マゼンタインクは同様に、０
°から１０°までの範囲と３３０°から３６０°までの範囲にあるインクをいう。但し、
原点に近づくほど彩度が低下し、黒に近づくため原点からの距離が１０以上の彩度を持つ
ものをその対象とする。
【００３６】
　マゼンタインクとレッドインクを装備したのは、色表現の弱い赤色の色域を広げるとと
もに、他色（例えば、イエローやシアン）と混ぜ合わせた場合に、適当な中間色が得られ
るようにするためである。
【００３７】
　例えば、オレンジを表現したい場合には、イエローインクとレッドインクを、パープル
を表現したい場合にはマゼンタインクとシアンインクを吐出し、基材上で混ぜ合わせるこ
とにより、鮮明な中間色を表現することができる。
【００３８】
　なお、イエローインクとマゼンタインクを混ぜ合わせても鮮明なオレンジを得ることは
できず、レッドインクとシアンインクを混ぜ合わせても鮮明なパープルを得ることはでき
ない。
【００３９】
　また、マゼンタとしてゴールドパープル、レッドとしてカドミウムレッドとしたのは、
焼成した後の色の鮮明性や濃度に優れており、インクジェット方式に適しているからであ
る。更には、これら２色又は何れか一方と他の無機顔料とをインクドットが重なった状態
で焼成した場合であっても、相互作用を起こしにくい比較的安定な性質であるからである
。
【００４０】
　また、マゼンタインク、レッドインクの他にイエローインク、シアンインクを含むイン
クセットであるのが好ましい。
【００４１】
　これは一般にフルカラーで画像形成するインクジェット方式に適した色域を表現するた
めである。これら４色を含ませることにより、あらゆる中間色を表現することができるよ
うになる。
【００４２】
　具体的には、イエローとして採用できる無機顔料は、鉛アンチモンイエロー、黄鉛１０
Ｇ、黄５Ｇ、黄鉛Ｇ、黄鉛、カドミウムイエロー、黄色酸化鉄、強化型黄色酸化鉄、オー
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カー、チタンイエロー、チタンバリウムニッケルイエロー、バナジウムスズイエロー、バ
ナジウムジルコニウムイエロー、プラセオジムイエロー、クロムチタンイエロー、アンチ
モンチタンクロムイエロー、アンチモンチタンイエロー等が挙げられるが、カドミウムイ
エローが好ましい。
【００４３】
　なお、本発明でのカドミウムイエローには、硫化カドミウムと硫化亜鉛との複合塩、硫
化カドミウムと硫酸バリウムとの複合塩、硫化カドミウムと硫化亜鉛と硫酸バリウムとの
複合塩、また硫化カドミウムを珪酸ジルコニウム等でコーティングされた珪酸ジルコニウ
ムカドミウムインクルージョンイエローなども含まれる。
【００４４】
　また、シアンとして採用できる無機顔料は、紺青、コバルトブルー、群青、セルリアン
ブルー、コバルトアルミニウムクロムブルー等が挙げられるが、コバルトアルミニウムク
ロムブルーが好ましい。
【００４５】
　これら好ましい形態の無機顔料は、本発明のマゼンタのゴールドパープル又はレッドの
カドミウムレッドと混ぜ合わせて焼成した場合であっても、その焼成温度下に於いて消色
や変色の問題もなく中間色を表現でき、さらに従来に比較して色域の広い表現を可能とす
るからである。
【００４６】
　また、マゼンタインク、レッドインク、イエローインク、シアンインクの他にブラック
インクを含むインクセットであるのが更に好ましい。
【００４７】
　一般にブラックはイエロー、マゼンタ、シアンの混合によって得られるが、微小の配分
の差で色相が変わってしまうため、ブラックインクを単色として含ませると、係る問題が
解決し、安定した着色物を得ることができるためである。
【００４８】
　ブラックとして採用できる無機顔料は、具体的には、ランプブラック、ファーネスブラ
ック、チャコールブラック、アイボリーブラック、黒鉛、鉄黒、マンガンフェライトブラ
ック、コバルトフェライトブラック、銅クロムブラック、銅クロムマンガンブラック等が
挙げられるが、コバルトフェライトブラックが好ましい。他色と混ぜ合わせて焼成した場
合も消色や変色がないためである。
【００４９】
　なお、これらの他にもホワイト、グリーン、メタリック、パール等からなるインクをイ
ンクセットに含ませることも可能である。色数は多いほど、微妙な色差を調整することが
可能となり、より繊細な表現ができるからである。しかし、インクの準備やインクジェッ
トヘッドの数、また、インクジェット記録時間等に影響が生じるため、任意で使用すべき
である。
【００５０】
　ホワイトとして採用できる無機顔料は、具体的には、鉛白、亜鉛華、リトポン、二酸化
チタン（アナターゼ型）、二酸化チタン（ルチル型）、硫化亜鉛、酸化アンチモン、沈降
性炭酸カルシウム、重質炭酸カルシウム、カオリン、雲母、沈降性硫酸バリウム、バライ
ト粉、グロスホワイト、アルミナホワイト、タルク、シリカ、ケイ酸カルシウム、セリウ
ム酸化物等が挙げられる。また、グリーンとして採用できる無機顔料は、具体的には、ク
ロムグリーン、酸化クロム、ビリジアン、コバルトグリーン、コバルトクロムグリーン、
チタンコバルトグリーン等が挙げられる。メタリックとして採用できる無機顔料は、具体
的には、アルミニウム粉、銅粉、鉛粉、錫粉、亜鉛粉等が挙げられる。パールとして採用
できる無機顔料は、具体的には、雲母チタン等が挙げられる。
【００５１】
　また無機顔料インク中には接着性を持たせる目的でガラスフリットを添加することも可
能である。ガラスフリットは主に二酸化珪素を主成分とし、使用目的に応じて補助剤を添
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加して使用される。補助剤としては、炭酸リチウム、炭酸ナトリウム、炭酸カリウム、酸
化鉛、酸化ビスマス、炭酸バリウム、炭酸ストロンチウム、炭酸カルシウム、炭酸マグネ
シウム、酸化亜鉛、酸化アルミニウム、水酸化アルミニウム、ホウ酸、酸化ジルコニウム
、酸化チタン、更には天然物の長石、珪石、硼砂、カオリン等の混合物も添加することが
できる。これら材料は単独または混合した形で用いることができる。
【００５２】
　なお、無機顔料とガラスフリットの混合物ではなく、無機顔料合成の段階からガラスフ
リットを添加して使用すること（以下、上絵の具という）も当然可能である。
【００５３】
　本発明で使用されるインク組成物中の無機顔料、又は無機顔料及びガラスフリット、又
は上絵の具を分散させる媒体は水、有機溶剤、ワックス、又はそれらの混合物などが挙げ
られ、特に限定されない。
【００５４】
　更にインク中へ無機顔料、又は無機顔料及びガラスフリット、又は上絵の具を、上記媒
体へ分散させる場合は分散剤として様々な界面活性剤を単独又は混合した形で任意に使用
することが可能である。
【００５５】
　具体的には、アニオン性界面活性剤として、脂肪酸せっけん、アルキルコハク酸ナトリ
ウム塩、アルキルベンゼンスルホン酸ナトリウム塩、アルキルナフタレンスルホン酸ナト
リウム塩、アルキル硫酸エステルナトリウム塩、ポリオキシエチレンアルキルエーテル硫
酸ナトリウム塩、ジアルキルスルホサクシネートナトリウム塩、アルキルリン酸ナトリウ
ム、スチレン無水マレイン酸共重合物、オレフィン無水マレイン酸共重合物、ポリアクリ
ルアミド部分加水分解物、アクリルアミドアクリル酸塩共重合物、アルギン酸ソーダ等、
カチオン性界面活性剤としてアルキルトリメチルアンモニウムクロライド、アルキルジメ
チルベンジルアンモニウムクロライド等、ノニオン性界面活性剤としてポリオキシエチレ
ンアルキルエーテル、ポリオキシエチレンアルキルアリルエーテル、ソルビタン脂肪酸エ
ステル等、両性界面活性剤としてアルキルベタイン、アミドベタイン等が挙げられる。ま
た、アニオン性界面活性剤はナトリウム塩だけでなく任意の金属塩やアンモニウム塩等が
使用可能である。
【００５６】
　また、必要に応じて表面張力調整剤、粘度調整剤、比抵抗調整剤、熱安定剤、酸化防止
剤、還元防止剤、防腐剤、ｐＨ調整剤、消泡剤、湿潤剤等の添加剤を加えることも当然可
能である。
【００５７】
　無機顔料インクは上記材料を混合し、更にその混合物をロールミル、ボールミル、コロ
イドミル、ジェットミル、ビーズミル、サンドミル等の分散機を使って分散させ、その後
濾過を行うことで得ることができる。
【００５８】
　更に必要であれば基材上に吸液性のある材料をインク受容層として設けることによりイ
ンク吐出着弾後の滲みを抑えることが可能となる。
【００５９】
　好ましくは、ガラスフリットからなるインク受容層を基材上に設けることにより記録後
及び焼成後も滲み現象が無い画像が形成され、更に未焼成ガラスフリットを受容層として
使用することにより、無機顔料及びインク中のガラスフリットと受容層中のガラスフリッ
トが溶融混和することによって接着性に優れたガラス被膜を形成することが可能となる。
【００６０】
　従って、インク受容層に使用するガラスフリットは、前述したインクに添加することが
できるガラスフリットと同じものであるか、又は異なっても軟化点や膨張率が近いものが
好ましい。著しく異なると接着性不良等が生じるためである。
【００６１】
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　ガラスフリットの乾燥付与量は５０～５００ｇ／ｍ２が好ましい。５０ｇ／ｍ２未満で
は、インクの滲みを十分に抑えることができず、５００ｇ／ｍ２を超えると焼成後のガラ
スフリット層が膜厚になり過ぎる為に、クラック等が生じる場合があるためである。
【００６２】
　インク受容層として使用されるガラスフリットはその成分中に２～１０％程度のカドミ
ウムを含有したガラスフリットであることが望ましい。
【００６３】
　上記インク組み合わせにおいてカドミウム含有ガラスフリットを使用することにより焼
成後の無機顔料の発色性が著しく向上するためである。
【００６４】
　なお、本発明のガラスフリットからなるインク受容層には必要に応じて接着剤を添加す
ることも可能である。インク受容層を付与する際の作業性を高める効果があるからである
。具体的には、澱粉、天然ガム、植物性蛋白、海藻、カゼイン、ゼラチン等の天然高分子
、エーテル型セルロース、エステル型セルロース、エーテル型澱粉、エステル型澱粉、加
工天然ガム等の半合成高分子、ポリビニルアルコール、ポリエチレングリコール、ポリ酢
酸ビニル、ポリビニルブチラート樹脂、ポリビニルアクリレート樹脂、ポリビニルメチル
樹脂、架橋型ポリアクリル酸、ポリアクリル酸ソーダ、ポリアクリル酸エステル、ポリア
クリルアミド、メタクリル酸ソーダ、ポリブタジエン、ポリウレタン、ポリエステル、ポ
リ乳酸等の合成高分子が挙げられる。
【００６５】
　また、必要に応じて分散剤、酸化防止剤、還元防止剤、ｐＨ調整剤等の添加剤を加える
ことも当然可能である。
【００６６】
　本発明に用いられる基材としては、ガラス、陶磁器、琺瑯、タイル等のセラミック材料
や金属等の無機質材料が挙げられるが、特に限定されない。
【００６７】
　また、１回で全ての無機顔料を焼成するのが好ましい。複数回行うと、コスト面の問題
が生じる他、色バラツキの原因となるためである。
【００６８】
　焼成温度としては一般的には、陶磁器の場合、上絵方法では７００～８５０℃、イング
レーズでは１１００～１３００℃で３０～６０分、ガラスの場合、５００～６５０℃で３
０～６０分、また琺瑯の場合、７５０～８５０℃に予め加熱された焼成炉に１～２分であ
るが、実際には使用する基材の熱による変形や炉の種類等を考慮し、焼成時間や焼成温度
は設定される。
【００６９】
　また１１００～１３００℃といった高温で焼成される場合には、無機顔料としては耐熱
性に優れたものを用いることが望ましい。具体的には、マゼンタインクとしてはゴールド
パープル、レッドインクとしては珪酸ジルコニウムカドミウムインクルージョンレッド、
イエローインクとしては珪酸ジルコニウムカドミウムインクルージョンイエローおよびプ
ラセオジムイエロー、シアンインクとしてはコバルトアルミニウムクロムブルー、ブラッ
クインクとしてはコバルトフェライトブラックが挙げられる。
【００７０】
　一方、係る場合に使用するガラスフリットも適正な熱膨張率及び軟化点を持った物質が
選定される。仮に基材とガラスフリットの熱膨張率及び軟化点に著しく違いがある場合、
基材との接着性が充分に行われず、接着不良やクラックを引き起こす場合があるので注意
が必要である。
【００７１】
　例えば、基材が６００℃付近に軟化点を有するガラスの場合、使用するガラスフリット
の軟化点が基材の軟化点の６００℃付近若しくはそれ以下のものが選定され、８００℃付
近に軟化点を有するタイルや陶器類の場合は、ガラスフリットの軟化点は８００℃付近若
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しくはそれ以下のものが選定されることとなる。
【００７２】
　インクジェット記録方法としては、荷電変調方式、マイクロドット方式、帯電噴射制御
方式、インクミスト方式などの連続方式、ステムメ方式、パルスジェット方式、バブルジ
ェット（登録商標）方式、静電吸引方式等のオン・デマンド方式等いずれも採用可能であ
る。
【００７３】
　次に、本発明について実施例をあげて説明するが、本発明は、必ずしもこの実施例に限
定されるものではない。
【実施例１】
【００７４】
　以下の処方で各無機顔料毎にインクを配合し、ボールミル分散機を用いて分散した。そ
の後濾過によって不純物除去し、均一な無機顔料インクを作成した。
【００７５】
　〔インクの処方〕
　無機顔料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｘ重量％
　フリット：１２－３５６７（有鉛透明：日本フェロー社製）　　　　　１０重量％
　分散剤：キャリボン　Ｂ（ポリカルボン酸型活性剤：三洋化成社製）　　１重量％
　湿潤剤：ポリエチレングリコール４００（日本油脂社製）　　　　　　１０重量％
　純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残り　　
　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００重量％
【００７６】
　《無機顔料》
　　Ｙ（イエロー）：カドミウムイエロー　　　　　　　　　　　　　　１０重量％
　　Ｍ（マゼンタ）：ゴールドパープル　　　　　　　　　　　　　　　　２重量％
　　Ｃ（シアン）：コバルトアルミニウムクロムブルー　　　　　　　　１０重量％
　　Ｒ（レッド）：カドミウムレッド　　　　　　　　　　　　　　　　１０重量％
　　Ｋ（ブラック）：コバルトフェライトブラック　　　　　　　　　　１０重量％
【００７７】
　次いで、下記の方法にてインク受容層の形成を行った。
　〔インク受容層の処方〕
　ガラスフリット３２１１７
　（カドミウム入りガラスフラッキス、イザワピグメンツ社製）　　　　６５重量％
　ポリビニルアルコール（接着剤：ＰＶＡ－１１０、クラレ社製）　　　　５重量％
　純水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　残り　　
　計　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１００重量％
【００７８】
　ガラスフリット３２１１７をボールミルを使用し乾式分散を行った。次いで、ポリビニ
ルアルコール及び純水を加え、乳鉢で混練し、スクリーンを用いてタイル（陶器質：施釉
）にコーティングした後、１１０℃で１０分間乾燥し基材にインク受容層を形成した。
【００７９】
　このインク受容層が施されたタイルに対して上記インクを使用し、インクジェットプリ
ンタを用い下記の記録条件にて記録を行った。記録後は陶芸用電気炉を使用し、８００℃
で４５分間焼成を行った。
【００８０】
　〔記録条件〕
　イ）ノズル径：　　７０（μｍ）
　ロ）印加電圧：　　５０（Ｖ）
　ハ）パルス幅：　　２０（μｓ）
　ニ）駆動周波数：　　１（ｋＨｚ）
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　ホ）解像度：　　１８０（ｄｐｉ）
　へ）評価柄：３ｃｍ×３ｃｍのマトリックス
【００８１】
　〔評価内容〕
　得られた記録物について、評価を以下のように行った。
（１）鮮明性
　記録物の色を目視で判定した。
　　○：顔料の色を損なうことなく、鮮明に表現されている。
　　△：顔料の色がややくすみ、やや鮮明性に欠ける。
　　×：色が著しくくすみ、鮮明でない。
　評価インク（単色）
　　記録インク：Ｍ、Ｒ（計２色）
　　インク付与量：１０ｎｌ／ｍｍ２

　評価結果を表１に示す。
【００８２】
（２）変色感
　記録物の色を目視で判定した。
　　○：評価柄の色に、変色、消色は認められず、忠実な中間色である。
　　△：評価柄の色がやや変色または消色している。
　　×：評価柄の色が明らかに変色または消色している。
　評価インク（混合色）
　　記録インク：Ｙ＋Ｒ、Ｙ＋Ｍ、Ｍ＋Ｒ、Ｒ＋Ｃ、Ｍ＋Ｃ（計５組）
　　インク付与量：１０ｎｌ／ｍｍ２

　評価結果を表２に示す。
【００８３】
（３）中間色表現
　記録物の色を目視で判定しオレンジ、パープル、グリーンなどの中間色が表現されてい
るかどうか確認した。
　　○：中間色が高濃度、高彩度で表現されている。
　　△：中間色が表現されているが、彩度がやや低く色が多少くすんでいる。
　　×：中間色の彩度が低く色のくすみが強いため、色表現に劣る。
　評価インク（中間色）
　　オレンジ色記録インク：（例えばＹ＋Ｒ、Ｙ＋Ｍ）
　　パープル色記録インク：（例えばＲ＋Ｃ、Ｍ＋Ｃ）
　　グリーン色記録インク：（例えばＹ＋Ｃ、Ｇ）
　　インク付与量：５、１０、２０、４０ｎｌ／ｍｍ２（計４×４モード）
　評価結果を表２に示す。
【００８４】
（４）柄表現
　柄作成（ＪＩＳ－Ｘ９２０１　Ｎ３画像）
　　記録インク：各実施例記載の全インク
　評価結果を表２に示す。
【実施例２】
【００８５】
　使用するインクのＹをプラセオジムイエローにする以外は実施例１と同様に記録物を作
成し、評価を行った。
　　Ｙ（イエロー）：プラセオジムイエロー　　　　　　　　　　　　　１０重量％
【実施例３】
【００８６】
　使用するインクをＹ、Ｍ、Ｒ、Ｃ、Ｇ（グリーン）、Ｋの６色にし、グリーンを以下の
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　　Ｇ（グリーン）：チタンコバルトグリーン　　　　　　　　　　　　１０重量％
【００８７】
比較例１
　使用する無機顔料の赤成分をマゼンタインクのみに変更する以外は実施例１と同様に記
録物を作成し、評価を行った。
【００８８】
比較例２
　マゼンタインクとしてクロムスズピンク、レッドインクとしてベンガラを使用した。そ
の他の工程は実施例１に準じた。
【００８９】
【表１】

【００９０】

【表２】

【００９１】
　表１、２から明白なように、本発明のインクジェット記録用インクセットを使用して作
成された実施例１～３のインクジェット記録物は、鮮明な色表現ができ、中間色の表現に
おいても変色・消色等なく、色域の広い記録物を得ることができる。更に、画像を形成し
た場合においても、高級感あふれる記録物が得られる。特に実施例１、３のようにＹ、Ｍ
、Ｒ、Ｃを特定することによって、中間色の彩度にも優れたインクジェット記録物を作成
することができる。
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